
 
 

 

平成 21 年９月の公社債市場 

 

（１）流通市場 

平成 21 年 9 月の 10 年国債の利回り（注１）は、売り要因と買い要因が交錯したこ

とから、月中を通して 1.280%-1.340%間の狭いレンジ内をもみ合いで推移した。 

月初から月央にかけては、先月末に民主党政権が誕生し、国債の需給悪化が意識さ

れる中、10 年債の入札が無難な結果であったこと等から、需給の底堅さが確認され、

利回りはわずかながらも低下（価格は上昇）して始まった。その後は米国雇用統計の

改善等を受けた国内外株価の上昇から、債券は売られ、利回りはわずかながらも上昇

に転じた。その後は、7 月の機械受注が市場の予想を下回ったことや、4-6 月期のＧ

ＤＰが下方修正されたこと等から、国内株価は下落し、景気の先行きが不透明である

ことが意識され、安全資産である国債の需要が高まり、利回りはわずかながらも低下

に転じた。 

後半以降は、世界的な株価の上昇を背景に、国内株価も上昇したことから、債券が

売られ、利回りはわずかに上昇に転じ、17 日には 1.340%となった。下旬から月末に

かけては、28 日には 1 ドル＝90 円台を８ヶ月ぶりに割る等、急速に円高が進行しこ

とや、国内株価の下落から、債券に買いが入り、利回りは下落に転じ、1.280%まで低

下した。月末時点では前月比 1.5bp 減の 1.291%となり、今年２月以来の 1.3%割れと

なった。 

国庫短期証券の利回り（注２）は、動意に乏しい中、月中を通じて 0.15%中盤を挟

む水準で推移した。月末時点では、前月比 0.5bp 増となる 0.154％となり、今年 1月

以来、8ヵ月ぶりの上昇となった。 

 

（注１）長期国債（10 年）直近発行ものの公社債店頭売買参考統計値における平均値の単利利回り。発表日は翌日付。 

（注２）国庫短期証券（3か月）直近発行に係るものの公社債店頭売買参考統計値における平均値の単利利回り。発表日

は翌日付。 

 



 
 

 

債券利回りの推移
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（注1）長期国債（10年）直近発行ものの公社債店頭売買参考統計値の

　　　　平均値（単利）。

（注2）国庫短期証券（3か月）直近発行に係るものの公社債店頭売買参

　　　　考統計値の平均値（単利）。



 
 

 

 
［平成 21 年９月の主なトピックス］ 

日 付 トピックス 

９月１日 

財務省 利付国庫債券（10 年）（第 303 回）入札 

募入平均利回り 1.329％ 

応札倍率 2.88 倍 

テール（最低落札価格と平均落札価格の差） ２銭 

９月４日 

米国雇用統計発表 

非農業雇用者数 前月比 21.6 万人減（前月 24.7 万人減） 

⇒減少幅は前月より 3.1 万人減少。 

⇒同日の米国株式市場では、この統計を好感し、３日連続で続伸。 

９月７日 
東京株式市場 日経平均株価終値 1,0320.94 円 

⇒前日比 133.83 円上昇。 

９月８日 

財務省 利付国庫債券（５年）（第 85 回）入札 

募入平均利回り 0.648％ 

応札倍率 4.04 倍 

テール １銭 

９月１０日 

7 月機械受注発表  

船舶・電力を除く民需は前月比 9.3%減（前回：前月比 9.7%増） 

⇒２ヶ月ぶりの減少。 

９月１１日 
4～6月期 GDP改定値発表 年率+2.3% 
⇒速報値の+3.7%から下方修正。 

９月１４日 

東京株式市場 日経平均株価終値 1,0202.06円 
⇒前日比 242.27円の下落。 
 同日の為替レートは 1ドル＝90.60円まで円高が進行。 

９月１６日 

米国株式市場 ３日連続で続伸し、年初来高値を更新。 
⇒同日の欧州、翌日のアジア各国の株式市場全般で株価は上昇。 
⇒17日の東京株式市場でも、終値が 1,0433.8円となり、前日比 173.03円
の上昇となった。 

９月１７日 

亀井郵政改革・金融担当相 記者会見 
⇒中小企業による借入金や個人の住宅ローンなど銀行への返済に一定の猶

予期間を設ける制度の導入について、法案化した上で 10月の臨時国会に提
出する方針を示した。 

９月２５日 
藤井裕久財務相 米ピッツバーグでガイトナー米財務長官と会談 
⇒外国為替市場で円売り・ドル買い介入を安易にしない旨の発言。 

９月２８日 

外為市場 １ドル＝89.58円まで円高が進行。 
⇒藤井裕久財務相が日米財務相会談での「為替介入を安易にしない」旨の

発言について、「円高を是認するものではない」旨の発言。 
⇒1ドル＝90円を割るのは今年 2月以来。 
⇒同日の日経平均株価は 10009.52 円となり、前日比 256.46円の下落とな
った。 

参考



 
 

 

 

 

日 付 長期国債（注１） 短期国債（注２） 

  参考統計値  参考統計値 

8 月 31 日 302 回債(発行済) 1.306 51 回債 0.149 

9 月 1 日 303 回債（24 日発行） 1.325 ↓ 0.149 

2 日 │ 1.304 53 回債 0.153 

3 日 │ 1.300 │ 0.153 

4 日 │ 1.320 │ 0.152 

7 日 │ 1.355 ↓ 0.151 

8 日 │ 1.326 55 回債 0.153 

9 日 │ 1.323 │ 0.151 

10 日 │ 1.320 │ 0.151 

11 日 │ 1.300 │ 0.151 

14 日 │ 1.290 │ 0.151 

15 日 │ 1.310 │ 0.145 

16 日 │ 1.320 ↓ 0.147 

17 日 │ 1.340 57 回債 0.156 

18 日 │ 1.338 58 回債 0.160 

24 日 │ 1.318 │ 0.160 

25 日 │ 1.309 │ 0.160 

28 日 │ 1.280 │ 0.160 

29 日 │ 1.280 ↓ 0.155 

30 日 ↓ 1.291 60 回債 0.154 

 

（注１）長期国債（10 年）直近発行ものの公社債店頭売買参考統計値における平均値の単利利回り。発表日は翌日付。 

（注２）国庫短期証券（3か月）直近発行に係るものの公社債店頭売買参考統計値における平均値の単利利回り。発表日

は翌日付。 



 
 

 

（２）発行市場 

平成 21 年９月の国内公募公社債発行額は、13 兆 8,669 億円となり、前月比 2,627 億

円の減少（1.86%減）となった。 
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(注)１．国内で発行された公募債のみを対象として集計(払込日ベース)。

    ２．国債は市中消化分。ただし、郵貯窓販分及び個人向け国債を含む。

    ３．政地債等は、地方債、政府保証債、財投機関債及び地方公社債の合計。

    ４．その他は、転換社債型新株予約権付社債(ＣＢ)、資産担保型社債及び円建外債の合計。
 

 
 

 

① 国債 

・国債の発行額は、11 兆 4,360 億円となり、前月比 6.5％減の 7,978 億円の減少とな

った。 

前月比

 国  債 99,878 97,627 98,818 123,795 122,338 114,360 △ 7,978
  (うち 割引短期国債) (19,000) (19,000) (19,000) (23,000) (23,000) (23,000) (△ 0)
  (うち 個人向け国債) (3,208) (0) (0) (4,873) (0) (0) (0)

9月8月7月6月5月発 行 額 (億円) 平成21年4月

(注) 億円未満は四捨五入(以下同じ)  

 

 

② 地方債、政府保証債及び財投機関債等 

・政府保証債の発行額が減少したものの、地方債及び財投機関債の発行額が増加し、

合計額としては前月比 5.9%%増の 1兆 3,835 億円となった。 

前月比

 地方債 4,530 5,795 5,957 6,380 4,752 6,146 1,394
  （うち 住民参加型） (80) (80) (307) (80) (252) (196) (△ 57)
 政府保証債 2,650 3,550 4,800 3,300 5,200 3,200 △ 2,000
 財投機関債 3,550 4,527 2,079 3,423 3,112 4,069 957
 地方公社債 0 150 120 110 0 420 420
 計 10,730 14,022 12,956 13,213 13,064 13,835 771

9月8月7月6月5月発 行 額 (億円) 平成21年4月

 



 
 

 

 

 

③ 普通社債 

・普通社債の発行額は、前月比 83.5％増の 8,980 億円となった。 

一般事業債は 6270 億円が発行され、前月比 4,810 億円増となった。

前月比

 普通社債 5,780 5,150 22,905 13,890 4,894 8,980 4,086
  （うち 個人向け社債) (650) (100) (2,592) (150) (3,200) (750) (△ 2,450)
 電力債 700 1,300 600 1,500 200 800 600
 一般事業債 2,680 1,750 13,682 6,500 1,460 6,270 4,810
 NTT･JR･JT債 1,000 400 3,100 500 0 650 650
 銀行社債 1,400 1,700 5,343 5,390 3,234 1,260 △ 1,974

9月8月7月6月5月発 行 額 (億円) 平成21年4月

 

(注)１．一般事業債には、放送債券及び投資法人債券を含む｡
２．普通社債のうち個人向け社債は、個人向けであることを引受証券会社に確認できたもの。  

 

 

④ 円建外債、ＣＢ及び資産担保型社債 

・ 円建外債は今月は５銘柄が発行され、発行額は前月比 494 億円増の 1494 億円とな

った。 

前月比

 Ｃ  Ｂ 0 0 0 0 0 0 0
 資産担保型社債 0 0 0 0 0 0 0
 円建外債 500 0 930 2,031 1,000 1,494 494
 計 500 0 930 2,031 1,000 1,494 494

9月8月7月6月5月発 行 額 (億円) 平成21年4月

 

 


